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「曰ゴ重冨吾三Ｚ莪去冨命ＣＤ倉Ｕ送董↑生二

ＩＣＬＪ章文春ト書６ニョニボ全一亡」

Ｊ－、ノーネマシニミトプニニー

（大阪大学）

さきほどＩＣＵの校内を歩きながら、わたしが初めて日本にきた時のことを

思い出しました。１９６０年の６月３０日に羽田に到若しましたが、私自身の

大学一その時には東京大学だったのですが－に一寸立ちよってから、７月

にはいって間もなく、国際基督教大学でおこなわれた学会に参加することがで

きました。これはわたしにとって日本での最初の学会でしたし、そこでインフ

ォーマルに発表した話は、わたしが日本で初めて日本語で発表した原稿になり

ました。熱い夏で、ＩＣＵの緑に満ちたキャンパスと、ＩＣＵの学問のおもし

ろさが印象的だったのです。

実は、わたしの今回の日本到着も、６月３０日になり、自分の大学一今回

は大阪大学なのですが_によってから、すぐＩＣＵにうかがうことになりま

した。その間にちょうど－世紀の三分の－が過ぎ、歴史が轡かれ、これからの

将来も明るく見えるようになりました。今回も日本での最初の発表をこちらで

させていただくことに関して、あつくお礼を申し上げたいと思います。

１９６０年に、二年の留学のために来日したのですが、今回は、もうすこし

長い計画で、最近２６年間おりましたメルボルンのモナシニ大学から大阪大学

文学部に職賜を移し、これから定年までそこにいるつもりでおります。大阪大

学で７月１日に「辞令」をもらうはずだったのですが、実はその日に東京を出

たようで、大阪に着いたのは、７月２日の１２時１０分。それまでは、「くる

かな－」とどきどきして、アイデンティティーのない人間という気持ちがなか

ったわけでもありませんが（笑）、今日から、１９６０年７月と同じように、

新しい人生が始まったと感じております。

日本語文法強の創造性

さて、今日は、わたしがこの二つの日本滞在にはさまれた３０年あまりの間

に感じたこと、考えたことの一つをテーマにしてお話したいと思います。日本

語教育とＩＣＵの日本語教科書を出発点にしたいので、日本語教育にとってた
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しかに意味のあるテーマですが、日本語教育だけのことではありません。今日

のわたしのテーマが何かと申しますと、自分自身もまだそれをはっきりことば

で表せないのですが、大体、日本の過去の日本語の研究において、世界の言語

学の主流、あるいは、それまでの日本語の理論とはつながりがうすかったにせ

よ、きわめて示唆的な日本語論がある、ということです。後でも申し上げます

けれども、このような日本語論は必ずしもそのまま未来に通じるものだとは限

りませんが。しかし、世界的に見て、過去の日本語文法強には、強い創造性が

あり、その全貌と決定要因を考えていく必要があるということは疑いがないと

思います。「過去の」アプローチと申しましても、これは死んでいるのではな

く、我々の現在の環境でも重要な役割をはたしている、あるいは、はたすこと

ができるかのものが大部分です。

一つの例としては、まず日本語教育のための文法を頭に浮かべずにはいられ

ません。念のために申しますが、わたしが使う「文法」という用語は、狭い意

味の文－０法ではなく、音韻鏡なども当然含める文法ですね。このように文法を

広く見ると、たとえば、無声化の理論が、後述のように、日本語教育の枠の中

できわめて創造的に展開された分野の一つだと言えます。もう一つの領域は、

日本語教育ではなく、主として国語学か言語学の立場からの日本語の文法の考

察になりますが、ここでは、いろいろな流れを区別することができます。

（１）まず、日本の学校文法がありまして、その中にはたとえば、「単語」

と「文節」という、他のことばの文法蹟にあまり見られない概念的枠組み

が存在しています。また、学校文法の「活用形」の理諭も、長らくまじめ

には取りあげられなかったのですが、非常に興味深いものだと思います。

（２）二番目に、学校文法ではないけれども、アクセント研究のような個

別分野も、貴重な体系化を含んでいるものとしてあげられます。

（８）また、学校文法やアクセント論とは違いますが、それまでの日本語

の文法からある程度距離を保ってきた理論的な研究もあり、中にはたとえば、

服部四郎や言語学研究会（奥田靖夫、宮島達夫、鈴木重幸など）の日本語論

の個々の説もあげられます。

説文法誼以外の貢献

今日のわたしの目標になっているのは文法誼ですが、日本語研究のいろいろ

な他の側面の場合にも、同じようなことが言えます。たとえば、日本の社会言
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